
勝山市立勝山中部中学校 

学校だより 
【校訓】奮起 自主 協同    令和７年１月３１日 

 No.７  

  福井県勝山市郡町１丁目３－３４ 

ＴＥＬ（０７７９）８８－２０４０ 

Email:tyubutyu@edu-city-katsuyama.com 

勝山中部中学校は、ユネスコスクールに登録しています    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明日を創る 
ASU   WO  TSUKURU 

今のところ大雪にも見舞われず、インフルエンザ等の大流行も回避でき、落ち着いた中学校生活を展開

中です。３年生は「自分磨き」に全力を尽くす時期。彼らのガンバリを心から応援しています。１・２年

生も進級に向け、1年の総まとめをする時期となりました。この３学期は階段をひとつ、のぼりましょう！ 

２月の主な行事予定※変更もあり得ます  

 
3（月）私立高校入試（～4日） 
5（水）次年度新入生入学説明会 
7（金）私立高校合格発表 
    県立高校出願（～12日） 
14（金）立志祭(2年) 
    授業公開日(1・3年 5限目) 
16（日）学年末考査部活停止(～20日) 
20（木）学年末考査①（1,2年） 
    県立高校入試① 
21（金）学年末考査②県立高校入試②  
22(土)～23(日) 勝山左義長まつり 
 

◆卒業式は、３月１１日(火)9:30～ 

 今回で、第５９回目となります。 

◆学年の終わりが見えてきました！生徒の 

みなさん、学年がひとつ上がります。 

★３年生、進路選択へのラストスパート★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

★２年生、救急救命法を学ぶ★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★１年生、探究活動で校外発信！★ 

『スキーは楽し～♬』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◆保護者の皆様、スキー遠足に出してく
ださり、ありがとうございました！ 

力をたくわえ、それぞれの進路に突き進む３年生。高校によっ

てはすでに受験が始まっています。大事な時ほど「普段」が出

ます、普段から仲間と協力し、刺激し合ってがんばれ～(^-^)！ 

1 年生が、探究活動の一環

で、福井市のエルパにて

「ふるさと情報発信」を行

いました。たくさんの方が

展示を見に来てください

ました。ステキな取組！ 

消防署と日本赤十字社の講師さんから、心肺蘇生法やケガの応

急手当法について学びました。実際その場面になったら慌てて

しまうでしょうが、知っているのと知らないのとでは大違い！ 

さぁ、白銀

の世界へレ

ッツゴー！ 

みんなで楽

しく滑りま

した！ 

1 月 23 日に、ス

キージャムでス

キー遠足を楽し

みました！ 

天候にも恵まれ、

楽しかったです。 

さぁ、お待ちか

ねのランチ！ 

それぞれが好

きなものを注

文し、大満足。 



◆学校評価アンケートの結果をお知らせします◆  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部中ブログ、引っ越
しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

みてね 

◆全体としては１学期と同様に高い水準を保ってい

ると捉えています。◆質問 4～10 については、回答

Ａ「とてもそう思う」と答えた生徒が１学期に比べ、

2～10％程度増加しました。◆Ｂ「ややそう思う」と

答えた生徒数が減少したことが、合計数値の低下と

して表れていると読み取れます。 

 

保護者の皆様からいただいた「ご意見・ご指摘」
については、別紙をごらんください。 

◆保護者の皆様からご覧になって「楽しそうに通ってい

る」と思える生徒が多い点、私たちも大変うれしいです。 

◆とは言え思春期の彼らには、悩みや困りごとがきっとた

くさんあるでしょう。◆それらと向き合いながらも彼らが

楽しく充実した中学校生活が送れるよう、より工夫してい

きたいと思います。（追加コメントは別紙にて） 

 

 
「勝山中部中生につけたい力」のお話 

◆勝山中部中では、「奮起 自主 協同」の校訓のもと、生徒たちの「自立自走」を目標

にしています。◆ただ、意欲的に何かに取り組んでも、当然うまくいかないこともあ

り、生徒にストレスや悩みが生じることがあります。◆耳の痛い指摘をもらうことも

あるでしょう。◆それを乗り越える時に重要なのが、「思い通りにならないことがある

のが、普通だ」という感覚。◆その感覚は、幼い頃から外界とぶつかる経験を重ね（例

えば幼児がイヤイヤとぐずって、外界に自分の要求を通させようとするあの行動）、世

界から押し返される経験を重ねて、身につくものだそうです。◆生徒諸君には、中学

時代に思い通りにコトが進まない経験もたくさんしてもらって、「現実の壁に直面しな

がらも自立自走する」若者になっていけるよう、全教職員で支えていきます。◆子ど

もにとって重要なのは、「ネガティブな自分の姿でも共有してくれる大切な誰かがい

て、その人に自分の存在を認められる」こと。◆子どもにとって「大切な誰か」の筆

頭は、間違いなく保護者の皆様です。◆我々も「大切な誰か」の一部にちょっとでも

なれるよう、がんばります！ 

新ブログ、引き続きよ
ろしくお願いします！ 


